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対 象 者： 岡山県発達障害者支援者名簿から、参加者 8 名 
程度募り開催する。  
開 催 日: 健康料理教室 年間 8 回  
          （平成 28 年 6 月～10 月 毎月 1～2 回開催）  
  内 容: 健康な食生活実践の支援：料理教室、健康教育  
協力機関: おかやま発達障害者支援センター県北支所 
津山、美作地域生活支援センター  
協 力 者 : 美作大学生活科学部食物学科 3 年～4 年生に
よるボランティア  
3. 研究内容 
 健康料理教室の内容は表 1のとおりである。 
 表 1 健康料理教室の実施内容 
健康料理教室の支援プログラム  支援のための研究内容 
① 開会行事(日程説明、自己紹介)  ① メニューの再検討(1 週間分) 
② 初回オリエンテーションの実施  
 栄養・食生活調査の実施  
② 発達障害者に対応した 
   レシピの再検討 
③ 調理実習の説明(ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ) ③ 栄養・食生活調査内容の検討 
④ 調理実習(1 食分の献立:4～5 品)  ④ 健康講話内容の検討 
⑤ 会食(参加者・サポータ・スタッフ)  
⑤ カンファレンスにおける 
  サポート方法の検討と評価 
⑥ 健康講話(栄養情報の提供 )  ⑥ 聞き取り調査のまとめ 
⑦ 参加者への聞き取り調査  ⑦ 調理技術の評価 
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4. 結果 
（1）対象者の特徴・特性 
教室参加者は、津山市圏内在住の 20～30 歳の発達障害者 
（広汎性発達障害）6 名で、属性は表 2 のとおりである。 
表 2 参加者の属性 
次に、参加者の特徴・特性をまとめた。  
1) 相手の気持ちの理解が苦手で、ストレートに発言する。  
2) 予想外の出来事、大声、不安等でパニックを引き起こす 。 
3) 2 つ以上の物事を、同時に行うのが苦手である。 
4) 聴覚より、視覚情報で判断する。  






献立内容は表 3 のとおりである。 
 







健康管理面 調理技術面 主食 主菜 副菜 
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きゅうりの酢の物        
玉ねぎの味噌汁 





































































2) 1 ページを品数分に縦に分割することで、2 つの作業が重な
らないようにし、矢印表記で次の作業に移れるようにした。 
3) ページの番号順に調理を進めると、最後に１つの献立とし


























図 1 参加者の特性を考慮したレシピの提案 
 
 A B C D E F 
性別 男 男 男 男 女 女 
年齢 ３９ ３１ ２５ ２０ ２６ ２３ 












































  ①調理中において参加者の行動で対応に困ったこと。 
②調理支援において疑問に思ったこと。 
2) 支援員の専門的な指導・助言 
  ①参加者の自立につながるサポート方法のアドバイス 
  ②サポーターの立ち位置と自立度に向けた検討 
   ③作成者は気づかないレシピの曖昧な表現の再修正 
3) 評価を次回の実習に活かす 






















           
     
 
 
写真 2 初心者へのレシピの提示         
 問題なく調理ができているか 
専門の指導員が見守る 
調理台 1 台に参加者 1 名と 
調理サポーター1 名配置 













写真 3 参加歴 2 年目の調理支援 
3) サポーターの立ち位置 











写真 4 参加歴 3 年目のサポーター立ち位置 
 

















































写真 5 食後の栄養講話 
5. 考察 
(1) 発達障害者の特性を理解したレシピの作成 
  発達障害者の特性について共同研究者の薬師寺先生の講 
義を受けると共に、おかやま発達障害者支援センターの支援 
員の支援を通して、参加者にとって調理がしやすいレシピ作成
の再検討をすることができた。このオリジナルレシピを希望され
ている施設があると聞いているので、発行したいと考える。 
(2)調理サポーターの自立に向けた支援 
参加者一人ひとりの発達障害の度合いや調理技術に差が
あるため、支援を行う学生の調理サポーターは、毎回入念に事
前準備をして支援を行った。調理実習において参加者一人に１
名の調理サポーターがついての個別支援は、基本的な調理器
具の使い方や調理方法が実践をとおして学ぶために習得でき
やすく、参加者の調理技術の向上につながったと考える。 
また、調理サポートを行う学生の、発達障害者に対する理解
が深まったと考える。このことは、あらゆる立場の方と接する機
会の多い管理栄養士にとっては、大いに役立つものと考える。 
(3) 自立に向けた家庭での調理 
料理教室の参加者は、今までに調理経験がなくて初めて料
理を作る方で、一人で料理が出来るようになりたいと希望され 
ていた。この料理教室で、レシピを見ながら一人で調理ができ
た成功体験は、料理を作ることへの自信となり、調理意欲へつ
ながったと考える。今まで自宅で調理の手伝いをしたことのな
かった参加者も、「実習した料理を作った」 「料理の手伝いをし
た」「ご飯を炊いた」 などの報告を受けた。さらに調理経験を
積み重ね、一人で調理ができるように、自立度の向上を目指し
て支援する必要があると考える。 
(4) カンファレンスの実施 
おかやま発達障害者支援センター県北支所、津山、美作地 
域生活支援センターの支援員の方の専門的な助言は、調理サ
ポーターの不安を解消し、認知特性の理解と配慮した伝達方
法の実践につながり、一人ひとりに適した調理支援を行うこと
ができたと考える。 
また、この料理教室が参加者にとって安心して参加できる場
所になっており、毎年参加を希望されていると、支援者の方が
話された。このことは、発達障害者の方に一人で、自宅で、調
理が出来るようになって、自立できるように支援したいとの思い
が、各支援センターの支援者の方と大学とで一致しており、そ
の連携ができているものと考える。 
6. まとめ 
(1) 研究のまとめ 
1) 発達障害者の特性に適したレシピが必要 
2) 参加者への調理サポートが必要 
3) 自立に向けての継続が必要 
4) 美作地域の専門的支援者と大学の連携が必要 
(2) 今後の取り組み 
1) 参加者の要望により、調理における自立支援の継続 
2) 発達障害者に応じた美作大学オリジナルレシピ集の発行 
 津山・美作地域等の支援機関へ配布 
 
以上の研究結果を踏まえ、29 年度も関係機関の要請もあり、
健康料理教室を継続的に開催できるようすすめていきたい。 
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